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夏
休
み
明
け
の
学
習

剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄剄 剏
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刹
刹
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刹
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刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹
刹

刳刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮刮

過去問時間決め集中

短
か
っ
た
夏
休
み
も
終
わ

り
、
学
校
が
再
開
さ
れ
た
。
中

学
受
験
を
す
る
児
童
は
、
小
学

校
で
の
勉
強
と
受
験
勉
強
の
両

立
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
小
学
校
の
授
業
の

取
り
組
み
方
を
見
直
し
て
ほ
し

い
。
授
業
を
集
中
し
て
聞
く
こ

と
と
、
教
科
書
を
隅
々
ま
で
目

を
通
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、

中
学
受
験
で
最
も
重
要
で
あ

る
。
そ
の
上
で
受
験
対
策
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

普
段
の
学
習
へ
の
取
り
組
み

方
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
に
な

る
。
勉
強
は
学
習
時
間
で
は
な

く
、
中
身
が
重
要
だ
。
何
と
な

く
机
に
向
か
っ
て
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
た
と

い
う
経
験
を
し
て
い
る
人
は

少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
き
ち
ん

と
計
画
を
立
て
、
い
つ
、
ど
の

テ
キ
ス
ト
を
ど
れ
く
ら
い
や
る

か
な
ど
を
決
め
て
お
く
と
よ

い
。夏

休
み
以
降
は
、
模
擬
試
験

な
ど
を
受
け
て
自
分
の
現
在
の

実
力
を
知
る
こ
と
も
大
切
だ
。

今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
学
習

の
成
果
を
み
る
と
と
も
に
、
自

分
の
弱
点
や
課
題
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
結
果
に
一

喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
弱

点
や
課
題
の
克
服
の
た
め
に

何
が
必
要
か
を
明
確
に
し
よ

う
。本

格
的
に
志
望
校
の
過
去
問

を
解
き
始
め
て
い
る
児
童
も
多

い
だ
ろ
う
。
過
去
問
を
解
く
と

き
は
時
間
を
計
り
、
集
中
し
て

取
り
組
ま
な
い
と
効
果
は
半
減

す
る
。
時
間
が
あ
る
時
に
何
と

な
く
や
っ
て
み
る
の
で
は
な

く
、
模
試
の
よ
う
に
時
間
と
解

く
場
所
を
決
め
て
、
集
中
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

解
き
始
め
た
ら
、
途
中
で
休

憩
な
ど
入
れ
ず
に
や
り
切
る
こ

と
。
解
き
終
わ
っ
た
ら
解
答
解

説
を
し
っ
か
り
読
み
、
出
題
の

意
図
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

解
法
や
考
え
方
を
理
解
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
。
記
述

問
題
は
き
ち
ん
と
採
点
し
、
添

削
し
て
も
ら
お
う
。

受
験
日
ま
で
あ
と
４
カ
月
。

時
間
は
限
ら
れ
る
。
こ
の
時
期

を
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
る
か

で
、大
き
な
差
が
つ
く
だ
ろ
う
。

（
進
学
プ
ラ
ザ
グ
ル
ー
プ
第
一

事
業
部
・
阿
部
智
則
部
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖

恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢
恢

自
転
車
に
反
射
材
を
付
け
る
署
員

自
転
車
事
故
防
止

七
郷
中
生
に
啓
発

仙
台
・
若
林
署

中
学
生
ら
に
自
転
車
を
安
全

に
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
若

林
署
は

日
、
仙
台
市
若
林
区

の
七
郷
中
前
で
、
自
転
車
事
故

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

た
。署

員
や
同
区
交
通
安
全
協
会

七
郷
支
部
員
ら
計
約

人
が
参

加
。
自
転
車
で
登
校
す
る
生
徒

た
ち
に
「
ル
ー
ル
を
守
り
、
気

を
付
け
て
運
転
し
て
ね
」
な
ど

と
声
を
掛
け
、
安
全
運
転
の
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
し
た
チ
ラ
シ
を

配
っ
た
り
、
自
転
車
に
反
射
材

を
取
り
付
け
た
り
し
た
。

若
林
署
に
よ
る
と
、
同
区
内

で
今
年
１
〜
７
月
、
自
転
車
が

関
係
す
る
交
通
事
故
が

件
あ

っ
た
。
市
内
の
他
区
と
比
べ
、

高
い
割
合
で
発
生
し
て
い
る
と

い
う
。

若
林
署
の
斉
藤
智
香
交
通
課

長
は
「
自
転
車
は
加
害
者
に
も

被
害
者
に
も
な
る
。
ス
ピ
ー
ド

を
出
さ
な
い
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
着

け
な
い
な
ど
、
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
守
っ
て
走
行
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。
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∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂
∂

谷
口
課
長
（
左
）
か
ら
認
定
書
を
受

け
取
る
山
内
社
長

イ
チ
ジ
ク
６
次
産
業
化
で
農
水
省

山
元
の
会
社
へ
認
定
書

イ
チ
ジ
ク
を
使
っ
た
グ
ミ
と

グ
ラ
ッ
セ
を
開
発
し
た
と
し

て
、
山
元
町
の
イ
チ
ジ
ク
生
産

会
社
「
や
ま
う
ち
農
園
」
が
、

６
次
産
業
化
法
に
基
づ
く
農
林

水
産
省
の
総
合
化
事
業
計
画
に

認
定
さ
れ
た
。
東
北
農
政
局
が

日
、
認
定
書
を
交
付
し
た
。

同
農
園
で
交
付
式
が
あ
り
、

農
政
局
地
域
食
品
・
連
携
課
の

谷
口
俊
課
長
が
「
付
加
価
値
を

高
め
、
地
域
の
発
展
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

山
内
啓
二
社
長
は
「
４
月
に
法

人
化
を
果
た
し
た
。
今
後
は
生

イ
チ
ジ
ク
に
加
え
、
加
工
品
を

強
化
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

グ
ミ
は
亘
理
高
と
、
食
感
を

楽
し
め
る
よ
う
に
若
年
層
向
け

に
企
画
。
グ
ラ
ッ
セ
は
健
康
志

向
に
合
わ
せ
、
砂
糖
を
使
わ
ず

完
熟
果
実
の
み
を
使
う
。
い
ず

れ
も
規
格
外
品
を
活
用
し
、
今

秋
の
商
品
化
を
目
指
す
。

同
農
園
は
２
０
１
１
年
に
生

産
を
始
め
、
現
在
、
約
２
㌶
で

品
種
以
上
の
イ
チ
ジ
ク
約
５

０
０
本
を
栽
培
す
る
。

東松島市小野に４月開校し

た全寮制の日本ウェルネス宮

城高（生徒 人）と地元農家

らが農作業を通じた交流に乗

り出した。

同高の後援会と、小野地域

ふれあい交流館「ひだまりの

里」に農産物を出荷する「ひ

だまりの里生産者の会」が企

画した。寮生活を送る生徒た

ちに地域での思い出を作って

もらうのが狙い。

初日の７日は生徒と生産者

計約 人が参加。生産者の会

の浅野喜一会長 が管理す

る上下堤地区の畑５㌃に4000

株分の白菜の種をまいた。１

年水野堅太さん ‖白河市

出身‖は「種まきは腰が疲れ

る仕事だったが、いろんな話

ができて楽しかった」と笑顔

を見せた。

生産者の会は 月に現地で

収穫祭を開く予定。生徒たち

に野菜の収穫や調理も体験し

てもらう考えだ。

浅野会長は「親元を離れて

頑張る生徒たちに東松島を

古里と思ってもらえるよう

交流の機会を設けたい」と話

す。

生産者の助言を
受け、白菜の種
をまく生徒たち
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東松島の生産者夏の思い出農業交流
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ウェルネス高生

答えは 日の

朝刊に

又又又又又又又俣
末
末
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末
末
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問 題

①テレビ塔
とう

がライトアップされたのはなぜでしょう

次
つぎ

の を埋
う

めましょう

感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

の で闘
たたか

う へ

を示
しめ

すため

②そうした活
かつ

動
どう

は何
なん

と呼
よ

ばれていますか

③どこで始
はじ

まりましたか

④医
い

療
りょう

や清
せい

掃
そう

作
さ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する皆
みな

さんに言
こと

葉
ば

を贈
おく

りましょう
（小学１～６年／家庭学習）

短
みじか

い夏
なつ

休
やす

みが終
お

わり、学
がっ

校
こう

が再
さい

開
かい

していることでしょ

う。皆さんも新
あたら

しい生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

に気
き

を付
つ

けながら、日
にち

常
じょう

を取
と

り戻
もど

していきましょう。

自
じ

分
ぶん

を守
まも

る、友
とも

達
だち

を守るとと

もに、私
わたし

たちの生活や安
あん

全
ぜん

を支
ささ

えてくれている方
かた

々
がた

への

感
かん

謝
しゃ

の気持
も

ちも表
あらわ

せたらいい

ですね。

（日
に

本
ほん

新
しん

聞
ぶん

協
きょう

会
かい

ＮＩＥアド

バイザー・仙
せん

台
だい

市
し

岡
おか

田
だ

小
しょう

校
こう

長
ちょう

阿
あ

部
べ

謙
けん

）

（
２
０
２
０
年
５
月
２
日
夕
刊
）
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(１７) ２０２０年(令和２年)８月２９日(土曜日)(１７) ２０２０年(令和２年)８月２９日(土曜日)



日
の答

え
だ
よ

かほくワークシートの模範解答

①テレビ塔
とう

がライトアップされた

のはなぜでしょう。次
つぎ

の（ ）を

埋
う

めましょう。

（新
しん

型
がた

コロナウイルス）感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

の（最
さい

前
ぜん

線
せん

）で闘
たたか

う（医
い

療
りょう

関
かん

係
けい

者
しゃ

）へ 感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ち を示
しめ

すため

②そうした活
かつ

動
どう

は何
なん

と呼
よ

ばれてい

ますか。

（ブルーライトアップ）

③どこで始
はじ

まりましたか。

（英
えい

国
こく

ロンドン）

④医療や清
せい

掃
そう

作
さ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する皆
みな

さ

んに言
こと

葉
ば

を贈
おく

りましょう。

（自
じ

由
ゆう

解
かい

答
とう

）
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日

仙
台

▽
か
や
ま
小
児
科
医
院

（
小
児
科
）
‖
青
葉
区
昭
和
町
０
２

２
（
２
３
４
）
８
８
７
０
▽
ま
ん
て

ん
堂
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児
科
）

‖
宮
城
野
区
新
田
東
（
７
８
２
）
６

２
６
０
▽
泉
整
形
外
科
病
院
（
整
形

外
科
）
‖
泉
区
上
谷
刈
（
３
７
３
）

７
３
７
７
▽
広
南
休
日
内
科
小
児
科

診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）
‖
太
白

区
長
町
（
２
４
８
）
５
８
５
８
▽
泉

地
区
休
日
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）

‖
泉
区
泉
中
央
（
３
７
３
）
９
１
９

７
▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科
・
外
科

・
整
形
外
科
・
婦
人
科
・
眼
科
・
耳

鼻
咽
喉
科
）
‖
若
林
区
舟
丁
（
２
６

６
）
６
５
６
１
▽
北
部
急
患
診
療
所

（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）
‖
青
葉

区
堤
町
（
３
０
１
）
６
６
１
１
▽
夜

間
休
日
こ
ど
も
急
病
診
療
所
（
小
児

科
）
‖
太
白
区
あ
す
と
長
町
（
２
４

７
）
７
０
３
５
▽
歯
科
休
日
救
急
診

療
所
‖
青
葉
区
五
橋
（
２
６
１
）
７

３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
え
ん
ど
う
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
白
石
市

作
０

２
２
４
（
２
６
）
３
８
８
８
▽
大
泉

記
念
病
院
（
外
科
）
‖
白
石
市
福
岡

深
谷
（
２
２
）
２
１
１
１

角
田
・
丸
森

▽
な
の
は
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
内
科
）
‖
角
田
市
角
田
０

２
２
４
（
８
６
）
３
９
９
１
▽
伊
藤

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
角
田
市
横
倉

（
６
３
）
２
４
９
７

柴
田

▽
平
井
内
科
（
内
科
）
‖

大
河
原
町
甲
子
町
０
２
２
４
（
５
２
）

２
７
７
７
▽
毛
利
産
婦
人
科
医
院

（
外
科
）
‖
柴
田
町
船
岡
西
（
５
５
）

３
５
０
９
▽
玉
野
井
歯
科
医
院
‖
柴

田
町
船
岡
（
５
７
）
１
７
１
１

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１
▽
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

守
‖
増
田
（
３
８
２
）
８
６
７
７

岩
沼

▽
森
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
桜
０
２
２
３
（
２
２
）
１
３
１

１
▽
小
島
歯
科
医
院
‖
押
分
（
２
２
）

６
４
８
０

亘
理
・
山
元

▽
や
ま
だ
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
亘
理
町
下
小
路
０
２
２
３

（
２
３
）
１
１
０
７

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
塩
釜
市
錦
町
０
２
２

（
３
６
６
）
０
６
３
０
▽
は
や
し
デ

ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
多
賀
城
市
高

崎
（
７
９
４
）
７
６
４
４

黒
川

▽
富
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
富
谷
市
上
桜
木

０
２
２
（
７
２
５
）
４
１
５
６

大
崎

【
昼
】
▽
宮
里
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
内
科
）
‖
古
川
城
西
０
２
２
９

（
２
３
）
７
５
２
９
▽
大
崎
市
民
病

院
鹿
島
台
分
院
（
内
科
）
‖
鹿
島
台

平
渡
（
５
６
）
２
６
１
１
▽
徳
永
整

形
外
科
病
院
（
外
科
）
‖
古
川
北
町

（
２
２
）
１
１
１
１
▽
大
崎
口
腔
保

健
セ
ン
タ
ー
診
療
室
（
歯
科
）
‖
古

川
南
町
（
２
４
）
５
１
０
１
【
夜
】

▽
佐
藤
病
院
（
内
科
）
‖
古
川
中
里

（
２
２
）
０
２
０
７
▽
徳
永
整
形
外

科
病
院
（
外
科
）
‖
古
川
北
町
（
２

２
）
１
１
１
１

加
美
・
玉
造

▽
森
皮
膚
科
医
院

‖
大
崎
市
岩
出
山
０
２
２
９
（
７
２
）

２
２
４
４

遠
田

▽
わ
く
や
整
形
外
科
‖
涌

谷
町
下
道
０
２
２
９
（
４
３
）
５
５

５
３栗

原

▽
達
内
科
‖
築
館
薬
師
０

２
２
８
（
２
２
）
２
６
５
５
▽
栗
原

市
立
花
山
診
療
所
‖
花
山
本
沢
久
保

（
５
６
）
２
０
１
３

登
米

▽
お
お
た
お
お
た
に
ク
リ

ニ
ッ
ク
‖
中
田
町
石
森
０
２
２
０

（
３
５
）
１
１
６
１
▽
東
和
歯
科
医

院
‖
東
和
町
錦
織
（
５
３
）
３
８
１

１
石
巻

▽
よ
し
ろ
う
内
科
（
内
科
）

‖
住
吉
町
０
２
２
５
（
２
２
）
３
２

７
７
▽
石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

（
小
児
科
）
‖
蛇
田
（
９
４
）
５
１

１
１
▽
斎
藤
産
婦
人
科
医
院
（
産
婦

人
科
）
‖
中
央
（
２
２
）
０
７
０
７

▽
中
川
内
科
外
科
医
院
‖
前
谷
地

（
７
２
）
２
１
２
３
▽
佐
藤
歯
科
医

院
‖
東
中
里
（
９
６
）
８
７
７
８
▽

石
巻
歯
科
医
師
会
休
日
診
療
所
‖
中

里
（
９
４
）
８
２
２
３

東
松
島

▽
伊
東
胃
腸
科
内
科
‖

赤
井
０
２
２
５
（
８
２
）
６
６
６
６

気
仙
沼

▽
小
野
医
院
‖
唐
桑
町

宿
浦
０
２
２
６
（
３
２
）
３
１
２
８

▽
山
谷
歯
科
医
院
‖
本
吉
町
津
谷

（
４
２
）
３
５
７
７

乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳

匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

◇
行
請
舎

９
月
３
、
４
、

、

、

、

、

、

日
午
前

時

〜
午
後
７
時
。
対
象
は
相
続
問
題
で

悩
む
仙
台
市
内
と
近
郊
在
住
者
。
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
相

談
者
宅
を
訪
問
し
対
応
す
る
。
要
予

約
。０
２
２（
３
４
３
）
１
５
６
３
。

日

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

▽
石
巻
市
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
石
巻

（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
も
受
け
付
け
、

午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時

〜
４
時

分
）
▽
名
取
市
・
イ
オ
ン

モ
ー
ル
名
取
（
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録

も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分

▽
大
崎

市
・
イ
オ
ン
古
川
店

骨
髄
バ
ン
ク
の

登
録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

ウ
ェ
ル
ネ
ス

公
式
戦
初
勝
利

≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪

仙
台
市
の
主
婦
ら
で
つ
く
る

「
こ
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
太
白
区
の
フ
ッ
ト
メ
ッ
セ
長

町
で
、
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共

に
親
子
で
創
作
を
楽
し
む
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
た
。
県
内
各
地
の
約

３
０
０
人
が
参
加
し
、
約
１
時
間

か
け
て
創
造
的
な
ア
ー
ト
の
制
作

に
取
り
組
ん
だ
。

参
加
者
し
た
親
子
は
、
仙
台
市

在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
中
川
和
寿

さ
ん
と
一
緒
に
、
絵
の
具
を
使
っ

て
思
い
思
い
の
絵
を
Ｔ
シ
ャ
ツ
や

模
造
紙
の
上
に
描
い
た
。
木
の
棒

を
投
げ
て
ピ
ン
を
倒
し
、
点
数
を

競
う
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス
ポ

ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
の
体
験
な
ど

も
あ
っ
た
。

小
学
生
の
子
ど
も
２
人
を
連
れ

て
参
加
し
た
青
葉
区
の
主
婦
片
桐

カ
オ
ル
さ
ん

は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
心
配
で
ど
こ
に
も

連
れ
て
行
け
ず
に
い
た
が
、
安
心

な
環
境
で
ア
ー
ト
に
触
れ
さ
せ
ら

れ
た
」
と
満
足
げ
だ
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
を
防
ぐ
た

め
、
屋
根
付
き
の
野
外
施
設
を
利

用
し
、
入
場
者
数
も
制
限
し
て
密

状
態
の
回
避
に
努
め
た
。
参
加
者

に
は
検
温
や
手
指
消
毒
も
求
め

た
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
子
ど
も
の

遊
び
場
づ
く
り
を
通
じ
て
子
育
て

や
生
活
の
環
境
を
向
上
さ
せ
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
７
月

に
発
足
。
今
回
が
初
め
て
企
画
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
月

日
に
開

催
し
た
。

１
歳
７
カ
月
の
双
子
を
育
て
る

主
婦
の
森
瑞
貴
代
表

‖
太
白

区
‖
は
「
地
域
活
性
化
に
は
自
由

な
発
想
を
持
つ
情
緒
豊
か
な
子

ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
が
大

切
。
発
足
し
た
ば
か
り
だ
が
ま
ず

は
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
」
と
話

し
、
今
後
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い

る
。
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⊃

仙
台
の
主
婦
ら

地
域
活
性
目
指
し
イ
ベ
ン
ト

「
こ
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
初
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
自
由
な
発
想
で

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
絵
を
描
い
た
親
子

学びの環境安全安心に
大和・吉岡小ＰＴＡが校内消毒

ゴ
ム
手
袋
を
し
て
消
毒
作
業
に
当
た
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
ら

学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
に
協
力
し
よ

う
と
、
大
和
町
吉
岡
小
（
児
童

７
８
８
人
）
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
ら

が
校
内
の
消
毒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

夏
休
み
明
け
の

日
か
ら
連

日
、
７
人
前
後
が
従
事
。
計
９

カ
所
の
ト
イ
レ
や
手
洗
い
場
で

ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り
、
蛇
口
な

ど
を
、
家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤

を
薄
め
た
液
で
拭
い
て
い
る
。

日
の
作
業
に
参
加
し
た
鈴

木
弘
美
さ
ん

は
「
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
な
れ
ば
何
よ

り
。
先
生
方
の
負
担
を
減
ら
し

た
い
」
と
話
し
た
。
教
諭
ら
は

「
児
童
の
安
全
安
心
に
つ
な
が

り
、
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
感

謝
し
て
い
た
。

児
童
数
が
多
い
同
校
の
消
毒

は
教
職
員
の
負
担
が
重
い
と
し

て
、
町
が
他
の
大
規
模
校
と
と

も
に
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
業
務
委
託
。
委
託
が
夏
休

み
前
で
終
了
し
た
の
を
受
け
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
協
力
を
申
し
出
た
。

学
校
の
消
毒
は
長
期
化
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
町
が
業
務
委

託
先
を
改
め
て
探
し
て
い
る
。
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県
大
会

秋
季
東
北
地
区
高
校
野
球

気
仙
沼
｜
仙
台
向
山

９
回
裏
１
死

三
塁
、
サ
ヨ
ナ
ラ
の
ス
ク
イ
ズ
を
決

め
る
仙
台
向
山
の
佐
藤
旬
。
捕
手
佐

藤
快
‖
石
巻
市
民

名取北―日本ウェルネス宮城 ７回２
安打１失点でチームの公式戦初勝利に
貢献した日本ウェルネス宮城の早坂

‖石巻市民

県
高
校
総
体
代
替
大
会

男
女
個
人

東
北
制
す

県
高
校
総
合
体
育
大
会
の
代

替
大
会
は

〜

日
、
仙
台
市

青
葉
山
公
園
庭
球
場
な
ど
で
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
個
人
が
あ
り
、
男

子
は
佐
藤
駿
、
佐
藤
亜
組
（
東

北
）
が
、
女
子
は
細
田
、
下
山

組
（
東
北
）
が
優
勝
し
た
。

高

橋

海

中

村

（
東

北
）

４
｜
０

大

泉

工

藤

（
東
北
学
院
）

村

田

高

橋

拓

（
東

北
）

４
｜
３

宮

原

小

野

寺

（
東

北
）

木

幡

小

野

〆〇ー―‐
聖
ウ
ル

ス
ラ
学

院
英
智
／＼～‖｜

４
｜
２

工

藤

山

内

《》
東
北
生
活

文
化
大
高
「」

▽
男
子
個
人
準
々
決
勝

佐

藤

駿

佐

藤

亜

（
東

北
）

４
｜
０

金

井

粕

谷

（
東
北
学
院
）

高

橋

海

中

村

４
｜
０

村

田

高

橋

拓

佐

藤

駿

佐

藤

亜

４
｜
０

木

幡

小

野
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大
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野
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《》
常
盤
木

学
園
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千

葉
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中

《》
東
北
生
活

文
化
大
高
「」

４
｜
１

外

久

保

乙

部

（
東

北
）

細

田

下

山

４
｜
１

及

川

横

山

千

葉

山

中

４
｜
１

天

間

紺

野

細

田

下

山

４
｜
０

千

葉

山

中

▽
準
決
勝

▽
決
勝

▽
女
子
個
人
準
々
決
勝

▽
準
決
勝

▽
決
勝

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

〇
…
仙
台
向
山
の
佐
藤
旬
、
サ

ヨ
ナ
ラ
ス
ク
イ
ズ

仙
台
向
山
は

サ
ヨ
ナ
ラ
ス
ク
イ
ズ
で
点
の
取
り

合
い
に
け
り
を
つ
け
た
。
殊
勲
は

途
中
出
場
の
１
年
佐
藤
旬
だ
。
１

死
三
塁
の
場
面
で
初
球
を
フ
ァ
ウ

ル
で
失
敗
し
た
も
の
の
、
ボ
ー
ル

二
つ
続
い
た
後
の
４
球
目
を
き
っ

ち
り
一
塁
側
に
転
が
し
た
。
こ
れ

が
初
め
て
の
公
式
戦
。
「
自
分
が

決
め
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
」

と
初
々
し
く
喜
ん
だ
。

チ
ー
ム
は
日
頃
か
ら
小
技
を
大

切
に
し
て
い
る
が
、
大
会
前
の
練

習
試
合
は
バ
ン
ト
成
功
率
が
い
ま

ひ
と
つ
。
こ
の
試
合
に
備
え
て
部

員
を
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

四
つ
の
塁
を
全
部
使
っ
て
バ
ン
ト

練
習
を
積
ん
で
き
た
。

ス
ク
イ
ズ
の
場
面
。
佐
藤
旬
は

一
度
失
敗
し
た
後
に
タ
イ
ム
を
取

っ
て
鈴
木
監
督
の
指
示
を
仰
ぐ
入

念
さ
を
見
せ
た
。
「
打
て
な
い
チ

ー
ム
な
の
で
、
点
を
取
れ
る
と
き

は
泥
臭
く
て
も
取
る
」
（
鈴
木
監

督
）
。
チ
ー
ム
の
哲
学
が
生
き
た

サ
ヨ
ナ
ラ
劇
だ
っ
た
。

第

回
秋
季
東
北
地
区
高
校

野
球
県
大
会
が

日
、
石
巻
市

民
な
ど
４
球
場
で
開
幕
し
た
。

１
回
戦
７
試
合
が
あ
り
、
日
本

ウ
ェ
ル
ネ
ス
宮
城
が
公
式
戦
初

勝
利
を
挙
げ
た
ほ
か
、
仙
台
向

山
、
仙
台
城
南
な
ど
が
２
回
戦

に
勝
ち
進
ん
だ
。
蔵
王
球
場
の

第
２
試
合
、
仙
台
南
｜
小
牛
田

農
林
は
降
雨
ノ
ー
ゲ
ー
ム
と
な

り
、

日
の
同
球
場
第
３
試
合

に
延
期
さ
れ
た
。

日
は
３
球
場
で
１
回
戦
７

試
合
が
あ
る
。
大
会
は
３
回
戦

ま
で
無
観
客
で
行
わ
れ
て
い

る
。

鹿
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台
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０
０
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０
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０
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０
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０
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仙
台
城
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３
３
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１
０
０

０
１
×
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０
０
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１
０
０

０
０

１

泉
館
山

２
０
０

０
１
０

３

８

岩
ケ
崎
・
岩
出
山
・
中
新
田
・
迫
桜

０
０
４

０
０
０

０
０
０

４

０
０
２

０
０
４

０
０
×

６

名

取

北

０
０
０

０
１
０

０

１

０
２
０

２
０
１

８

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
宮
城

小
牛
田
農
林
０
０
０

０
０

０

０
０
１

１

２

仙

台

南

（
五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

（
八
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

仙

台

一

（
七
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

（
五
回
裏
途
中
降
雨
ノ
ー
ゲ
ー
ム
）

気

仙

沼

１
１
０

０
２
０

０
１
０

５

仙
台
向
山

０
１
１

０
１
１

０
１

６

名

取

０
０
０

０
０
０

０

０

東

北

４
０
０

３
０
０

×

７

（
七
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

〇
…
主
戦
早
坂
、
直
球
生
き
る

今
年
４
月
に
開
校
し
た
日
本
ウ

ェ
ル
ネ
ス
宮
城
が
公
式
戦
２
戦
目

で
初
勝
利
を
挙
げ
た
。
主
戦
の
右

腕
早
坂
は
７
回
１
失
点
。
６
四
死

球
と
制
球
は
安
定
し
な
か
っ
た
も

の
の
、
走
者
を
背
負
っ
た
場
面
は

伸
び
の
あ
る
直
球
が
生
き
て
要
所

を
締
め
た
。

公
式
戦
初
戦
と
な
っ
た
夏
の
独

自
大
会
は
強
豪
柴
田
に
コ
ー
ル
ド

負
け
。
そ
の
後
早
坂
は
積
み
重
ね

た
タ
イ
ヤ
に
ジ
ャ
ン
プ
で
上
り
下

り
す
る
な
ど
下
半
身
を
強
化
し
て

き
た
。
こ
の
日
は
１
１
６
球
を
投

げ
た
が
「
最
後
ま
で
直
球
の
勢
い

が
衰
え
な
か
っ
た
」
と
進
化
を
感

じ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

チ
ー
ム
は
全
員
１
年
生
。
次
戦

も
上
級
生
が
中
心
の
チ
ー
ム
相
手

と
な
る
が
「
強
気
で
戦
う
」
。
中

学
時
代
に
実
績
を
持
つ
選
手
が
そ

ろ
う
だ
け
に
、
大
会
の
台
風
の
目

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

(１８)２０２０年(令和２年)８月３０日(日曜日) (１８)２０２０年(令和２年)８月３０日(日曜日)


